
ライセンス/バンドルファイルの解除ガイド

初版



本ガイドの使用方法
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ライセンス/バンドルファイルの解除は、1度設定したライセンス/バンドル ファイルを、マシン
の移行などに伴い、再度設定する場合などに実施します。
解除するファイルに該当するページを参照してください。
ライセンスファイルの解除 P.3~
AASバンドルファイルの解除 Ｐ.8~

なお、何かトラブルが発生した際には速やかにサポート窓口までご連絡ください。
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ライセンスファイル/AASバンドルファイルは下記のように、ActiveImage Protectorを
インストールしたマシンがインターネット接続できない環境の場合に、ライセンスサーバー
の代わりとしてアクティベーションを完結する手段です。



ライセンスファイルの解除
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下図のように、ActiveImage Protector 2022のアクティベーションがライセンスファイルでおこなわれています。
このライセンスの割当を解除します。
下図赤枠内の [ライセンスファイルの登録解除] をクリックします。

下図のように表示されるため [はい] をクリックしてください。

※一度復元コードを発行すると、現在のライセンスファイルは使用不可となります。

右図のように、ライセンスファイルの復元コードが表示されます。
[クリップボードにコピー] または [ファイルに保存] が可能ですが、
復元コードがわからなくなることがあるため、可能な限りファイ
ルに保存してください。

DeregisterCodes.txt

下図のようなファイルで保存されます。
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下図のActiveImage Protector 2022のライセンスの画面のように、青枠内が [ライセンス
ファイルの作成と登録] ボタンに更新されます。
下図の赤枠内 [このプロダクトキーはアクティベーションされています。] の表示は更新さ
れません。

この状態でActiveImage Protector 2022のコンソールから新規にバックアップタスクの作成をおこなうと、下図のよ
うに表示され、作成がおこなえません。

また、アクティベーションに使用していたライセンスファイルを使用して再度登録をおこなうと、下図のようにエ
ラーが表示されます。一度解除したライセンスファイルは使用不可となります。
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ライセンス復元コードを使用して復元をおこなうには、以下の2種類の方法があります。
1. [ライセンスファイル申請フォーム] に接続して、復元コードを入力
2. license-auto-recovery@actiphy.comまで、本文に復元コードを記載、もしくは復元コード記載のテキストファイ
ルを添付してメール

本ガイドでは 1. の手順を紹介します。

[ライセンスファイル申請フォーム] に接続します。
もしもURLが不明な場合には、復元コードを発行した環境で [ライセンスファイルの作成と登録] をクリックし、
[URLを生成] をクリックして、生成されたURLに接続してください。

メールアドレスを入力し、 [検証!] をクリックします。

mailto:license-auto-recovery@actiphy.com


-6-

[ライセンス復元コードを入力する] をクリックします。

復元コードを入力後 [ライセンス復元コードを送信する] をクリックします。

[ライセンスを復元しました] と表示されたら、ライセンスの復元は完了です。



-7-

新しいマシンにActiveImage Protector 2022をインストールします。
(プロダクトキーは同一の物を使用します。)

インストール後にコンソールからライセンスを確認します。まだライセンスがアクティベーションされていないため、
下図のように表示されます。赤枠の [ライセンスファイル認証] の左側矢印をクリックします。

[ライセンスファイルの作成と登録]
をクリックします。

左図の赤枠内 [URLを生成] をクリックして新しいマシン専用の
URLを表示します。
このURLをファイルに保存、またはコピー後、インターネット接
続しているマシンのブラウザーからアクセスして、ライセンス
ファイルを作成します。
ライセンスファイル作成、およびアクティベーション方法は、各
アクティベーションガイドを参照してください。



AASバンドルファイルの解除
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下図のように、ActiveImage Protector 2022のアクティベーションがAASでおこなわれています。
このライセンスの割当を解除します。

当該ActiveImage ProtectorをアクティベーションしているAASを起動し [⚙] – [動作モード] をクリックしてください。

※バンドルファイルの解除は「バージョン 2.0.1.357」以降のAASより可能です。
最新版のAASは以下よりダウンロード可能です。
https://www.actiphy.com/ja-jp/download/update/

また、一度復元コードを発行すると、現在のバンドルファイルは使用不可となります。
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登録されているプロダクトキーをマウスオーバーすると [ライセンスを解放] と表示される
ため、クリックします。

[OK] をクリックします。

右図のように、バンドルファイルの復元コードが表示されます。
クリップボードに [コピー] または [ファイルに保存] が可能ですが、
復元コードがわからなくなることがあるため、可能な限りファイ
ルに保存してください。

Codes.txt

下図のようなファイルで保存されます。
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復元コード発行後も、下図のActiveImage Protector 2022のライセンスの画面のように、
[このプロダクトキーはアクティベーションされています。] の表示等は更新されません。

この状態で、ActiveImage Protector 2022のコンソールから新規にバックアップタスクの作成をおこなうと、下図の
ように表示され、作成がおこなえません。

また、アクティベーションに使用していたバンドルファイルを使用して再度登録をおこなうと、下図のようにエラー
が表示されます。一度解除したバンドルファイルは使用不可となります。
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ライセンス復元コードを使用して復元をおこなうには、以下の2種類の方法があります。
1. [ライセンスバンドル申請フォーム] に接続して、復元コードを入力
2. license-auto-recovery@actiphy.comまで、本文に復元コードを記載、もしくは復元コード記載のテキストファイ
ルを添付してメール

本ガイドでは 1. の手順を紹介します。

[ライセンスバンドル申請フォーム] に接続します。
もしもURLが不明な場合には、復元コードを発行したAASで [+] をクリックして、表示されたURLに接続してくださ
い。

メールアドレスを入力し、 [検証!] をクリックします。

mailto:license-auto-recovery@actiphy.com
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[ライセンス復元コードを入力する] をクリックします。

復元コードを入力後 [ライセンス復元コードを送信する] をクリックします。

[ライセンスを復元しました] と表示されたら、ライセンスの復元は完了です。
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インストール後にAASへバンドルファイルを登録します。
コンソールから [ライセンスバンドル取得URL] をコピー後、インターネット接続しているマシンのブラウザーから当
該URLへアクセスして、バンドルファイルを作成します。
バンドルファイル作成、およびアクティベーション方法は、各アクティベーションガイドを参照してください。

ライセンスを復元したことによって、再度同一のライセンスを使用してバンドルファイル
を作成可能なため、AASの移行や統合などをおこなうことができるようになります。

移行の際には新しいマシンへAASをインストールします。


